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	応用
	抗原情報
	背景
	自然免疫および獲得免疫の重要な構成要素。TLR（Toll様受容体）は、微生物特有の分子パターンを認識することで、病原体に対する宿主の免疫応答を制御します。TLR7はヌクレオチドを感知するTLRであり、一本鎖RNAによって活性化されます。MYD88およびTRAF6を介して作用し、NF-κBの活性化、サイトカイン分泌、そして炎症反応を引き起こします。自然免疫および獲得免疫において重要な役割を果たすエンドソーム受容体です（PubMed:14976261、PubMed:32433612）。ウイルス由来のウリジン含有一本鎖RNA（ssRNA）またはグアノシン類似体を認識することで、病原体に対する宿主の免疫応答を制御します（PubMed:31608988, PubMed:27742543, PubMed:12738885, PubMed:32706371）。アゴニストに結合すると二量体形成を起こし、2つの分子のTIRドメインが直接接触します。その結果、TIRを含む下流アダプターMYD88がホモタイプ相互作用を介してリクルートされます（PubMed:27742543）。次に、IRAK4、IRAK1、TRAF6、TRAF3 を含む Myddosome シグナル伝達複合体が形成され、下流の転写因子 NF-κB と IRF7 が活性化され、それぞれ炎症誘発性サイトカインとインターフェロンが誘発されます (PubMed:27742543、PubMed:32706371)。
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	Raji 細胞溶解物中の TLR7 発現のウェスタン ブロット分析。

